
後援 　スポーツ庁・長野県

公認 　日本武藝躰道本院

主催 　ＮＰＯ法人日本躰道協会

開催：令和 7年 11月 9日

場所：長野県立武道館

開 会 式：10 時 15 分

第58回全日本躰道選手権大会
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ご　挨　拶

日本武藝躰道三代宗家 祝嶺　正献

　躰道創設、並びに日本躰道協会設立から 60 周年を迎えた 2025 年も残す所二ヶ月となりまし

た。今年はまた創設者生誕から 100 年という年にもあたり、センチュリー単位での立ち位置を

意識して短期的、長期的目標を定め活動を続けようと協会設立を叶えた師の 100 歳記念は令和

の時代から平成、昭和を振り返るきっかけとなる年でもありました。

　四方を海に囲まれ大陸からの技術や文化、渡来人の思想や行動様式、習慣から学んだものが

国の成り立ちに大きく関わっています。言語や宗教的価値観、民族、地域性といった風土に馴

染むことが人の生死を分ける時代が長く続きますが、20 世紀に入り日本のみならず、数多くの

戦争を体験したヒト社会が技術開発により作り上げた武器やノウハウの使用により、むしろ失っ

たものへの喪失感から得た教訓を土台に次の時代にどう関わっていけるのか、果たして 21 世紀

に活かせるのかどうかが躰道の目指す所でありました。

　1945 年、19 歳で詠んだ辞世の句から 20 年。自分の持つ武道の知識と技が縁で繋がり広がっ

た人の輪と和が戦後復興から再生を遂げようという風潮に上手く馴染み、その中で得た関係者

皆さまからのご支援が躰道協会の設立、後の普及活動への大きな支えとなりました。21 世紀、

データ量とその処理能力において人工知能がヒト社会に齎す生産性と経済性は高く、西暦 2000

年当時にパソコン保有台数や移動電話（ケータイ）契約数が情報化社会的マップに示されてい

ますが、多少の世代間格差があるもののスマホが一人一台である現在までの 25 年間の変遷を見

てとることができます。技術開発をヒト社会の進化に、安心安全に暮らす環境保護のためにも

攻撃性や殺傷性の高いものやその操作は眺めるまでに留めておきたい。循環型社会を目指すの

であれば尚のこと、データ化された行動様式が検体化する生態の人間性、その意思の所在を一

方的に取り扱い利用され続けることだけは回避しなければならない。自己を防衛する本能が理

性的に利他的なコミュニティ創出へとつながることを願って止みません。

　長野県立武道館、この畳をお借りしての第 58 回大会が開催に至りましたのも日本躰道協会、

並びに近隣県協会の皆さまの実績と信用に因るものと、衷心より感謝申し上げます。昭和 100

年となる今年、生きて 100 歳を迎えることは叶いませんでしたが、この 100 年が師の短期的、

長期的な目標のいずれかに沿った形で迎えられたかどうか、選手権大会出場者の立ち位置から

評価して頂ければと思います。その半生をほぼ裸一貫、生誕の地沖縄を離れて以来、道衣だけ

が身も心も安らぐ故郷であったに違いない師の姿に今一度光を当てるべき年でした。最後にな

りましたが、権威ある選手権大会に駒を進められた皆様の全戦健闘をお祈りし、ご挨拶とさせ

て頂きます。
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ご　挨　拶

大　  会　  会　  長 市川 みのる

　この度、第 58 回全日本躰道選手権大会が、ここに盛大に開催されますことを、心より

お慶び申し上げます。また、本大会の開催にあたり、ご支援・ご協力を賜りました関係

各位に、深く感謝申し上げます。

　本年は、躰道創設 60 周年、そして創始者・祝嶺正献最高師範の生誕 100 周年という、

誠に意義深い節目の年にあたります。

　祝嶺先生が提唱された「調和」「創造」「礼節」の理念は、単なる武技の枠を超え、人

間形成の道として、今日に至るまで多くの人々の心に深く根を下ろしてまいりました。

その精神は、国内外の多くの団体に受け継がれ、世代を超えて多くの修練者に影響を与

え続けています。

　本大会は、そうした躰道の歩みと精神を改めて振り返り、未来へとつなぐ記念すべき

舞台でもあります。選手の皆様におかれましては、日々の鍛錬の成果を存分に発揮され

るとともに、競技を通じて互いを尊重し、切磋琢磨されることを心より願っております。

　また、躰道は単なる競技ではなく、心身の調和を追求する「道」であります。その本質は、

礼に始まり礼に終わる武道の精神に根ざし、現代社会においても多くの示唆を与えてく

れるものです。

　今大会が、選手のみならず、指導者、大会運営者、そして観客の皆様にとっても、躰

道の魅力と可能性を再認識する機会となることを、心より願っております。

　最後になりましたが、祝嶺正献先生のご遺志を受け継ぎ、日々躰道の普及と発展に尽

力されているすべての皆様に、改めて敬意と感謝を申し上げます。

　そして、本大会が実り多きものとなり、躰道の未来がさらに輝かしいものとなります

よう、心より祈念し、挨拶とさせていただきます。



大会実行委員会
　委 員 長　　石川　欣一
　副委員長
　委　　員

大会進行委員会
　委 員 長　　山崎　真瑛
　委　　員

医　務
　医務責任者　大須賀　穂高
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特別顧問

大会会長

大会審判

大会顧問 ［五十音順］

大会役員 ［五十音順］
大会総務委員会
　委 員 長　　板山　宜弘  （NPO 法人日本躰道協会 理事長）
　副委員長　　岡本　　衛　　小林 大輔 （NPO 法人日本躰道協会 副理事長）
　委　　員

大会会長　　　市川みのる （NPO 法人日本躰道協会 相談役）
大会副会長　　奥山　安雪 （日本武藝躰道本院最高会議 議員）

中村　正弘（日本武藝躰道本院最高会議 議長）
近藤　光男（日本武藝躰道本院最高会議 議員）
志摩　制基（日本武藝躰道本院最高会議 議員）
工藤　善己（NPO 法人日本躰道協会 相談役）

浅 川 力 三
大 川 公 男
佐 藤　　 純
田 中 勇 悦
穂 坂　　 泰
山 西 義 彦

阿 部 淳 一
岡 本　　 宏
柴 田 俊 一
谷　　　鐵太郎
本 田 勝 博
山 本 清 隆

青 木 寛 敏
加賀谷　　　宏
金 野 道 程
小 林 真 由
中 野 哲 爾
船 本 高 正
良 本 真 基

池 内 和 彦
加 藤 明 彦
芝波田　邦　博	
中 塚　　 晶
宮 崎 友 次
渡 邊　　 登

伊岐見　洋　喜
兼　田　寛　之
黒 田 知 子
小 松　　 武
中 田 明 年
福 長 寛 之

石 川 健 次
菅 野 智 行
新 里 治 英
中 村 正 明
元 野 清 光

大　江　　　潤
北　村　幸　則
木 間 和 也
坂 本　　 巧
鍋 田 和 文
三上 安敦 千暁

泉　　 智 慶
北 村 幸 三
武 田 良 夫
鳴　海　恵一郎
山 下　　 巌

太 田　　 寛
久　保　　　誠
小 林 清 喜
櫻 岡　　 育
ヒューゴソン・アルヴァル
森　　 大 治

井 上 雅 生
小松原　　　俊
立 川 孝 矣
舟 瀬 真 義
山 田 重 幸

大 本　 雄　 介
清　田　義　男
小　林　　　学
土 井 光 司
伏 見　　 誠
横 山 典 子

大会審判長  審査員

ヒューゴソン・アルヴァル
（8段）

小林　学
（6段）

千葉　健志
（6段）

小林　真由
（6段）

小松　武
（7段）

安部幸四郎
（8段）

内田　航太
（6段）

小林　大輔
（6段）

北澤　秀明
（6段）

中野　哲爾
（6段）

板山　宜弘
（6段）

春日　世生
（6段）

小牧　武
（5段）

横山　典子
（4段）

丹野喜美男
（4段）

並木　將志
（6段）

濱中　孝之
（6段）

渡會　太一
（5段）

春 日 世 生
石 野 果 穂

飯 島 功 仁
大　島　悠太郎

宇　野　友季子
山 本 琉 太

小　松　慎太郎 千 倉 佳 吾

萩 原 利 克
中　嶋　久美子
根 津 貴 宏

涌 井 貴 志
磯 野　　 遥
朴　　 將 文

小 林 誠 弥
宇 部 真 広

古 田 一 行
藤 田 政 徳

柳　澤　美沙子
植　田　恵理子

山 崎 真 瑛 村 瀬 和 都
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開 会 式

競技開始

閉 会 式

10：15

10：45

16：30

大 会 宣 言
大会会長挨拶
宗 家 挨 拶
来 賓 挨 拶
優 勝 杯 返 還
選 手 宣 誓
躰 道 五 条 訓

表 彰 授 与
講 評
閉 会 の 辞

湊　　 宏 司
中　村　健志郎
上　田　歩　生
五十嵐　雛　詩
梅　野　航　世
鈴　木　皓　介
千　明　良　輔
長　濱　顯　東
鳴　海　綾　乃
水　谷　友　紀
中　元　くれあ
金　子　拓　豊
工　藤　汰　一
齋　藤　和　砂
間　藤　　　翼
油　井　遥　大
青　野　由　芽
石名坂　優　太
川　田　有　珠
佐々木　柚　葉
中　村　燈　世
藤　越　琴　羽
堀　口　元　輝
堀　野　航　平
山　崎　　　晋

伊　澤　空　良
河原田　倫　世
小　松　美　稀
岡　安　優　希

佐々木　尚　希
蜂　谷　拓　巳
保　原　和　哉
小　松　　　優
神　邊　ひかり
阿　部　公　亮
國　井　貴　徳
佐　野　太　河
松　浦　　　崇

渡　會　奏　人
梶　原　照　英
中　村　　　晄
岡　村　健　矢

佐　藤　青　磁
谷　口　海　衣
佐　藤　杏　優
佐　藤　緋　色
小　林　清　喜
齋　藤　　　梓

高須賀　大　器
八　巻　陽　菜
内　藤　玉　芽
上　田　　　葵
鳥　羽　美　妃
樋　口　真　麻
三　浦　綾　夏

貴　島　啓　文

山　田　光　流
渥　美　　　敬
山　本　千穂里
小野田　昇　太
谷　津　更　咲
清　水　貴　治
佐　藤　莉　嘉
藤　光　祐　杜
坂　本　　　巧
関　口　基　則
渡　辺　伸一郎

林  元
大　島　悠太郎
武　藤　大　将
稲　見　安希子
八木橋　みづき
花　岡　和　希
寺　井　翔　英
小　畠　将　幸
長谷川　桜　子
千　倉　佳　吾
米　山　祐　史
虞　　　嶔　崟
中　村　陽　美
山　﨑　夢　雛
𠮷　滿　汐　里
荻　原　英里奈
高　栁　美　礼

石　野　果　穂
篠　原　僚　介
中曽根　　　碧
山　本　琉　太
相　田　　　迅
山　本　暖　人
堺　屋　雄　堂
北　條　煌　大
山 田 優 斗
梅　戸　　　凜
山　田　祐　楠
平　間　沙　哉
淡　路　青　葉
中　上　春　花
中　島　美　緑
鈴　木　ひなの
土　屋　理　緒
藤　村　ね　ね
齊　藤　琴　音
小　林　将　也
橋　本　智　星
境　野　　　光
川　﨑　光　晟

島　宮　　　満
大　橋　正　芳
永　井　誠一郎

三　富　大　雅
花　岡　雄　大
越　智　洋　介
斎　藤　慶　季
水　垣　孝　紀
小　林　夕　真
兼　石　　　諒
津　田　晃　希
加　藤　祥　伍
飛　石　悠　太
南　谷　倖　輝
佐々木　伊　織
伊　藤　涼　太
木　勢　茉　莉
井　出　美　咲
天　谷　知　香
塩　原　は　な
谷　本　　　希

中　澤　花　響
新　島　有　彩
市　野　恵　菜
大　寺　宏　奈
進 　 蒼
鷲　見　くるみ
佐々木　愛　美
小　川　　　悠
清　水　千　聖
星　野　菜穂子
藤　原　政　嗣
中　嶋　晶　子
郡　司　将太郎

佐　藤　　　幹
岡　内　俊　輔
山　際　真　穂
宇　野　友季子
佐々木　万　凜
池　田　美　璃
齋　藤　健　太
名　倉　崇　広
山　口　海　斗
嶋　本　幸之助
下　屋　大　輔
百　瀬　晴　菜
細　田　美　佳
佐　藤　茉　奈
奥　谷　真　美
多　田　倫　子
吉　本　一　貴
小　松　慎太郎
富　松　亮　太
鍵　　　慶　和
中　村　　　隼
阿　部　　　舜
衣　斐　　　花
山　口　吉　乃
佐　藤　美　怜
佐々木　竜　胆
北　谷　優　貴
髙　久　陽　規
川　島　遼　也
小　林　雅　偉
加　納　蓮　馬
西　川　尚　輝

松　香　宏　征
浅　野　　　航
當　麻　武　智
大　植　湘　太
若　井　香　佳
伊　藤　杏　珠
花　澤　栞　奈
小　林　樹　里
村　井　円　香
野　口　ゆいこ
友　利　寧　唯
渡　邊　風　花
照　井　和　音
木　畑　咲　璃
横　岡　とこは
青　木　未　有
齋　藤　凜ノ助
森　田　莉　菜
安　藤　　　翠
丹　　　みなみ
小　坂　眞　生
土　田　彩　加
鈴　木　彩　花
長　沼　有　咲
伊　東　里　紗
深　尾　　　空
長　島　　　和
角　　　悠太朗
田　中　陸　功
髙　松　一　茶
鷲　津　匠　哉
吉　田　経　佑
関　口　竣　翔
福　田　悠　介
川　原　智　博
安　田　甲士郎

中　嶋　尚　平
豊　村　真　也
高　橋　　　颯
久　保　敦　資
金　田　庄　泰
鈴　木　舜一朗
野　田　理　世
青　野　美　穂　
伊　禮　裕　花

坂　田　梨　恵
佐　藤　心　咲
松　田　ゆり子
辻　内　歩乃里

太　田　　　寛
シモン　麻　夜
塚　本　元　気
森　田　雄　介
藤　田　重　位
畠　山　夏　実
小　川　彪　斗
駒　澤　里　香
高　岡　知　未
木　下　光　惺
持　田　　　翔
荒　川　雄太郎
堀　米　遼　太

遠　藤　啓　太
杉　本　英　優
宮　川　怜碧那
佐　藤　和　奏
進　藤　玲　那

木　間　和　也
杉　山　優二郎
岩　橋　希　海
岩　橋　翔　馬
加　藤　大　夢
高　橋　華　野
室　井　花　奈
渡　辺　万理子
木　間　一　紀
渡　辺　祐　太

坂　本　　　稔
坂　田　柊　介
深　澤　　　蘭
村　岡　宏　晃
猪　股　佑　多
松　浦　光　希
三　神　摩　周
大　島　　　雛
阿　部　萌　夏
伊佐地　くるみ

竹　内　う　た
保　坂　由　実
藤　本　真　稔

鈴　木　史　孝
森　田　太　郎
杉　村　和　之
小　関　宗　伸
鈴　木　綾　乃
近　藤　祐　生
勝　山　敬　介
佐　藤　　　誠
内　村　悦　子
後　藤　有　美
佐　藤　飛　鳥
勝　山　姫　那
村　松　俊之介
秋　山　和　也

恒　藤　亮　斗
中　本　淳　史
塩　谷　優　太
ラフマン　　蒼
濱　田　雅　史
石　田　優　真
井　上　麻比留
鎌　田　佳　歩
松　原　聡　季
渡　邊　きらり
小　西　綾　香
山　根　真　彩
森　　　大　治
黒　田　知　子

吉　島　安　菜

油　井　　　陽
佐々木　秀　彰
木　村　雅　和
立　川　雄　太
松　田　勇　太
志　村　友　秀
村　瀬　達　也

村 上　 海 里

大会実行委員長

第58回全日本躰道選手権大会会長

日本武藝躰道三代宗家

宮城県躰道協会

東京城南地区躰道協会

審判長

大会副実行委員長

石川　欣一

市川みのる

祝嶺　正献

東京城南地区躰道協会

佐々木尚希

山口　海斗

安部幸史郎

山崎　真瑛

北海道

山形県

茨城県

福島県

埼玉県

千葉県

東京城東

東京城西

東京城南

東京城北

東京多摩

神奈川県

新潟県

山梨県

静岡県西部

兵庫県

富山県

愛知県

広島県

青森県

宮城県



　法形競技とは俗に言う「型」で躰道では「法形」と言います。「創造進化の武道」と唱う躰道では「型にはまる」事を嫌らっ
ています。その為に「法則に乗っとりかつ変化する物」という意味で「法形」と言っています。
　同じ法形でも個人戦と団体戦があり、「個人戦」では次に述べる法形の十大要素に基づき採点されます。
　　1．用意と起心　　　　　　 6．気合と威力
　　2．体軸と整体　　　　　　 7．着眼と目標
　　3．攻防と陰陽　　　　　　 8．呼吸と勢法
　　4．緩急と強弱　　　　　　 9．運足と運身
　　5．伸縮と剛柔　　　　　　10．残心と解体　
　「団体戦」では、やはり出場選手5人の調和が最も重要視され、次に技の難易度や、
構え緩急の使い方等が判定のしどころとなっています。また見る側からするとど
の様な陣型をとるかも興味深いところです。
　壮年法形は「呼吸法」を主体に勢命の法形、活命の法形、延命の法形の三つがあります。この法形では各技が呼吸と合っ
た使い方がされているかが見られます。

　実戦競技とは俗に言う「組み手」で躰道では「実戦」と言います。この実戦を解り易く言うと躰道は「力勝負」を嫌うとい
う事です。躰道では、選手同士が全身全霊の栄智を傾け、技で勝負をします。その為に直線的、感情的な動きをさけ、戦略的、

理性的な試合運びをします。そこで足の運びや「虚（きょ）」に乗じた技が出され観
客にとってはいつの間にか技が出たという印象を受けます。判定には「有効」「技有
り」「一本」があります。とりわけ、「一本」は完全に相手を制した時に判定されます。
　団体戦では5対5で戦います。団体戦で他の武道と違う所は背番号制であり、1番
は「旋・運」2番は「運・変」3番は「変・捻」4番は「捻・転」5番は「転・旋」というように、
各人が得意の技の番号を選び、その技を中心に戦います。もしその技が決まれば

「技有り」が一本になる事があります。これは作戦を持って相手を制した事での一
本という判定です。

　展開競技は主役1名と脇役5名で技を展開し競い合う団体戦です。躰道特有の
競技です。ルールとしては主役が25秒から30秒以内に脇役全員を倒します。その
中で各チームの5人の脇役は1（旋）、2（運）、3（変）、4（捻）、5（転）のゼッケンを持ち、
その持番の技を主体に主役を攻めます。その際に技を工夫しいろいろな角度から
新しい技を次々と繰り出していきます。転がったり、ジャンプしたり、三次元空間
を利用した動きの中から技を展開します。
　審判は、それらの技をいかに無理無駄なく確実に脇役が主役をねらい、主役が脇
役を倒し、技の展開が十分行われているかを判定し、点数をつけます。
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法
形
競
技

実
戦
競
技

展
開
競
技

回数 年月 順位 男子団体実戦競技 女子団体実戦競技 男子団体法形競技 女子団体法形競技 男子展開競技 女子展開競技 男子個人実戦競技 男子個人法形競技 壮年法形競技 女子個人法形競技 女子個人実戦競技 総 合 成 績

優勝 山 梨 県 千 葉 県 東京城南 東京城南 山 梨 県 新 潟 県 佐々木秀彰 中野哲爾 島宮　満 瀬藤有希 山際真穂 東京城南

2位 新 潟 県 東京城南 青 森 県 東京城北 新 潟 県 千 葉 県 湊　宏司 嶋本幸之助 芝波田邦博 稲見安希子 植田美輝子 千 葉 県

3位 東京城南 東京城西 山 梨 県 新 潟 県 東京城南 東京城南 木間和也 上原弘之 刀禰伯彬 佐藤　愛 佐藤緋色 新 潟 県

第
49
回

27
年
11
月

優勝 愛 知 県 千 葉 県 北 海 道 東京城南 山 梨 県 東京城南 佐々木拓真 中野哲爾 田部英知 瀬藤有希 山際真穂 東京城南

2位 新 潟 県 東京城南 福 島 県 北 海 道 新 潟 県 東京城北 金子智一 嶋本幸之助 荒井和美 稲見安希子 瀬藤有希 千 葉 県

3位 山 梨 県 神奈川県 千 葉 県 千 葉 県 東京多摩 千 葉 県 土井嘉津也 齋藤健太 芝波田邦博 望月杏奈 奥山みなみ 北 海 道

優勝 東京多摩 北 海 道 東京城南 新 潟 県 新 潟 県 北 海 道 金 子 智 一 上原弘之 田部英知 瀬藤有希 山際真穂 東京城南

2位 山 梨 県 千 葉 県 北 海 道 北 海 道 東京城南 千 葉 県 油井　陽 齋 藤 健 太 荒井和美 稲見安希子 稲見安希子 北 海 道

3位 愛 知 県 東京多摩 千 葉 県 東京城南 千 葉 県 東京城南 堀 米 遼 太 嶋本幸之助 泉 　 智 慶 田 和 　 茜 平山愛子 新 潟 県

優勝 愛 知 県 北 海 道 北 海 道 東京城南 東京城南 北 海 道 油井　陽 上原弘之 田部英知 瀬藤有希 山際真穂 東京城南

2位 東京多摩 千 葉 県 東京城南 千 葉 県 北 海 道 千 葉 県 金子智一 花岡拓海 荒井和美 稲見安希子 奥山みなみ 北 海 道

3位 静岡西部 東京城南 千 葉 県 北 海 道 千 葉 県 静岡西部 佐々木尚希 名倉崇広 土井光司 荒井冴映 植田美輝子 千 葉 県

優勝 愛 知 県 千 葉 県 東京城南 北 海 道 東京城南 東京城南 金子智一 上原弘之 小林真由 瀬藤有希 植田美輝子 東京城南

2位 宮 城 県 東京城西 北 海 道 新 潟 県 埼 玉 県 北 海 道 油井　陽 山口海斗 土井光司 小谷夏子 稲見安希子 千 葉 県

3位 千 葉 県 北 海 道 千 葉 県 東京城南 北 海 道 新 潟 県 佐々木尚希 齋藤健太 島宮　満 稲見安希子 奥山みなみ 北 海 道

優勝 新 潟 県 千 葉 県 東京城南 東京城南 新 潟 県 千 葉 県 油井　陽 齋藤健太 土井光司 木勢茉莉 稲見安希子 東京城南

2位 埼 玉 県 北 海 道 北 海 道 北 海 道 東京城南 東京城南 金子智一 山口海斗 小林真由 稲見安希子 平山愛子 千 葉 県

3位 東京多摩 東京城南 北 海 道 湊　宏司 花岡拓海 泉　智慶 小谷夏子 木勢茉莉 北 海 道

優勝 新 潟 県 千 葉 県 東京城南 東京城南 新 潟 県 千 葉 県 油井　陽 齋藤健太 島宮　満 稲見安希子 植田美輝子 千 葉 県

2位 東京多摩 北 海 道 千 葉 県 千 葉 県 東京城南 東京城南 金子智一 山口海斗 星野菜穂子 木勢茉莉 稲見安希子 東京城南

3位 愛 知 県 東京城南 北 海 道 新 潟 県 千 葉 県 北 海 道 木村雅和 下屋大輔 小林真由 長谷川桜子 木勢茉莉 新 潟 県

第
50
回

28
年
11
月

第
51
回

29
年
11
月

第
52
回

30
年
11
月

第
53
回

1
年
11
月

第
54
回

3
年
11
月

第
55
回

4
年
11
月

優勝

2位

3位

第
56
回

5
年
12
月

新 潟 県

愛 知 県

千 葉 県

東京城南

東京城西

千 葉 県

東京城南

北 海 道

千 葉 県

千 葉 県

東京城南

東京城西

静岡西部

東京城南

新 潟 県

千 葉 県

東京城南

東京城西

油井　陽

金子智一

木村雅和

齋藤健太

山田光流

阿部　舜

島宮　満

荒井和美

杉村和之

百瀬晴菜

木勢茉莉

稲見安希子

木勢茉莉

植田美輝子

山際真穂

東京城南

千 葉 県

東京城西

優勝

2位

3位

第
57
回

6
年
11
月

愛 知 県

東京城南

新 潟 県

東京城南

千 葉 県

東京城西

東京城南A

東京城南B

千葉県 B

東京城南A

千葉県 A

東京城南B

東京城南A

東京城南B

千葉県Ａ

東京城南A

千葉県Ａ

東京城南B

佐々木尚希

金子智一

林 元

山口海斗

名倉崇広

齋藤健太

土井光司

多田倫子

島宮　満

木勢茉莉

百瀬晴菜

稲見安希子

山際真穂

稲見安希子

宇野友季子

東京城南

千 葉 県

東京城西
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第 58 回全日本躰道選手権大会祝

〒350－0013  埼玉県川越市渋井930－1

　
　
 

看板・ネオン・一般電気設備工事 
変電設備工事・鉄骨鋼構造物工事 

有限会社　 

河上　英二  

建設業埼玉県知事許可　第7941号

有限会社 加 島 屋

埼玉県川越市大字的場18 8 4－1
ＴEＬ　049（231）2 1 0 0 ㈹
ＦＡＸ　049（231）2 1 2 4　

TEL
FAX

携帯電話
e-mail

049（235）738 8 ㈹
049（235）738 7
090－3062－9 9 8 9
info@road-sign.net
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第 58 回全日本躰道選手権大会祝

第58回  全日本躰道選手権大会祝

東京都練馬区北町2-30-19
ホームページアドレス
http://www.tokyotrophy.com
E-MAIL info@tokyotrophy.com

TEL:03-3933-2830
FAX :03-3931-8084

レーザー彫刻
承ります

東京トロフィー株式会社
トロフィー
カップ
旗
バッチ

メダル
タイ止め
製造直販
賞状
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変技の動功五戒
変体運風
雲が風に靡いてその影が変幻するごとくに、体を素速く倒木状に倒すように変化させながら行いなさいという戒め。

【倒れゆく　身を定めぬ　変体は　雲向漂変　変影となれ】道 歌

起発制股（踵）
起発部位となる股間や軸足の踵を制されないように、それを意識して素速く行いなさいという戒め。

【倒す体　起発の本は　股にあり　踵かえして　防ぎ躱せよ】道 歌

応変風靡
相手の動きに逆らわずに、体が風に靡くように体を前後左右に倒しながら行いなさいという戒め。

【右左　前後の攻めに　逆らわず　吹く風そよと　靡き応ぜよ】道 歌

三鼎共合
軸足と体を倒した時の両手（または片手）の位置が正三角形を作るように体を安定させながら行いなさいという戒め。

【手足位置　鼎のごとく　置き定め　繰り出す技に　力まとめよ】道 歌

気海即決
体を倒すので低い位置から斜め上方に向かって気海を目標に技を施しなさいという戒め。

【気の海を　高くのぞみて　施すは　あふるる元気　止めよと思へ】道 歌

へ ん ぎ ど う こ う ご か い
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 祝嶺正献 最高師範 年譜
年 出　来　事

1925 年（大正 14 年） 沖縄県名護市有銘汀間に生まれる。 本名は祝嶺 春範（はるのり）

1933 年（昭和　8　年） 佐渡山安恒先生師事し、 沖縄空手を初めて学ぶ。
1937 年（昭和 12 年） 岸本祖孝氏に師事し、 沖縄武道「手（ティー）」の修行を深める。

1945 年（昭和 20 年） 第二次世界大戦にて海軍特攻隊員（人間魚雷）として柳井潜水艦基地に配属。 終戦により九死に一生を得る。
この極限体験が三次元運動空間に適応できる技法創作に深く影響。

1946 年（昭和 21 年） 大分県明治村山中にて、 運技・変技・転技の基本技の一部を創作。
1947 年（昭和 22 年） 和子様とご結婚。
1948 年（昭和 23 年） 沖縄県国頭村海上にて、 運技・変技・転技の基本技の一部を創作。
1949 年（昭和 24 年） 静岡県伊東市にて、 実技の公開指導。
1953 年（昭和 28 年） 玄制流空手道を創始し、 大学・自衛隊・企業など団体にて指導開始。

1954 年（昭和 29 年） テレビの生放送（神田公会堂）にて、 祝嶺最高師範演武を披露（公相君大の型・試し割 瓦34枚）。
各団体にて、 天位の型・地位の型・人位の型・三才の型を指導。

1956 年（昭和 31 年） 大日本武徳会から空手道八段範士の称号を授与される。
1962 年（昭和 37 年） 旋技と捻技を完成させ、 旋運変捻転を統合し 「躰技」 と呼称する。
1963 年（昭和 38 年） 躰道の実技をまとめ、 人間の存在・社会の動態・宇宙の真理・武道の公理・法形の思想関係を原理化する。
1964 年（昭和 39 年） 全日本空手道連盟に参加。 著書『新空手道教範』を出版。 玄制流の理論と技法を体系化。

1965 年（昭和 40 年）

動功操体の原理、制御相剋の原理、 体気呼吸の原理、 法形、 経絡などに関する物理像・生理像・心理像・情緒像を
一元的に体系化し、 躰道の実技体系を集大成。 
新武道「躰道」を創始・公表し、 日本躰道協会および躰道本院を設立。
会長・宗家・最高師範に就任し、 空手界と完全に袂を分かち、 独自の武道哲学を確立・展開する。 

1967 年（昭和 42 年） 第1回全日本躰道選手権大会開催（町田市）。 第1回全国学生躰道優勝大会開催。躰道新報創刊。

1968 年（昭和 43 年） 第2回全日本躰道選手権大会を東京体育館で開催。 東京都中野区に日本躰道協会事務局を開設。
日本躰道協会媒体拡充のため大学への説得と一般に説破作戦を実行。

1969 年（昭和 44 年） 変体・捻体・転体の法形の指導開始。 アポロ月面着陸に躰道実技の三次元空間での球体運動状態を再確認。
1970 年（昭和 45 年） 玄位の法形発表。 新種目 女子法形競技。躰道の歌を発表。 
1971 年（昭和 46 年） 企業・建設省・高校等に躰道部発足。 全日本選手権大会2日間開催。新種目 団体法形
1972 年（昭和 47 年） 動功八軌士誕生
1973 年（昭和 48 年） 天制の法形発表 。第1回全国高校生躰道優勝大会開催。 第1回全国実業団躰道優勝大会開催。
1974 年（昭和 49 年） 呼吸整体法発表。 第1回全国範士大会開催。

1975 年（昭和 50 年） 日本躰道協会分結拡散導入。 三十二軌士誕生。全国36都道府県に269躰道協会加盟。 新種目 壮年法形競技。
国外12ヶ国にて外国躰道指導統括。

1976 年（昭和 51 年） 活命の法形発表。 新種目 女子相対競技。
1977 年（昭和 52 年） 祝嶺制献から祝嶺正献に変更。 第1回全米躰道選手権大会開催。
1979 年（昭和 54 年） 第1回全国少年少女躰道優勝大会開催。 スペイン躰道協会発足。
1981 年（昭和 56 年） 陽玄の法形発表。
1983 年（昭和 58 年） 世界躰道連盟設立し、 初代総監に就任。 躰道国際局を発足。 
1984 年（昭和 59 年） 第1回国際躰道親善大会を開催（東村山市）
1986 年（昭和 61 年） 第20回全日本躰道選手権大会（新国技館）にて、 延命の法形を発表。
1987 年（昭和 62 年） 第１回ヨーロッパ躰道親善大会開催（スウェーデン）
1988 年（昭和 63 年） 躰道概論発刊。 転陰の法形を発表。
1989 年（平成　元　年） 国際躰道競技大会（仙台市）開催。 第1回ヨーロッパ大会開催（スウェーデン）
1990 年（平成　2　年） 全日本選手権大会を東京武道館で開催。
1991 年（平成　3　年） 第1回全国社会人躰道優勝大会開催。 第2回ヨーロッパ大会開催（ポルトガル）
1993 年（平成　5 年） 第2回国際躰道親善大会（藤崎町）・第1回世界躰道選手権大会開催（東村山市）。
1995 年（平成　7　年） 第3回ヨーロッパ大会（フランス）
1997 年（平成　9　年） 第2回世界躰道選手権大会・第3回国際躰道親善大会開催（フィンランド）。
1999 年（平成 11 年） 第4回ヨーロッパ大会・第4回国際躰道親善大会開催（スウェーデン）。

2001 年（平成 13 年） 第3回世界躰道選手権大会・第5回国際躰道親善大会開催（沖縄県那覇市）。
11月26日、 静岡県伊東市の躰道本院「岳雲荘」にて没す。 享年76。

2002 年（平成 14 年） 1月20日に行われた最高師範お別れの会にて、 日本武藝躰道宗家襲名 二代目祝嶺 正献を和子様が襲名 （東京會舘）
八段範士8名が後見人 （高道玄三朗、 近藤光男、 中村正弘、 志摩制基、 土井肇、 板山昌司、 池内和彦、 斎藤登）
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長野県立武道館

［車でお越しの方］
•上信越道、佐久ICより約10分
•上信越道、佐久平スマートICより約13分
•中部横断自動車道、佐久北ICより約13分
　　　　　　　　　　中佐都ICより約10分

［電車でお越しの方］

長野県佐久市猿久保165-1  TEL.0267-78-5370
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